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関東地区連絡会の発足について

　このほど総合計画担当の木田理事の呼びかけで，、関東

地区での大会開催を担当してきた部局の会員有志が相談

してr関東地区連絡会」を発足させることにしました．

　8月27日，学会本部事務局で開かれたこの打ち合わせ

会では，主につぎの間題点について議論されました．

　（1）　春季大会の開催は従来それぞれほぽ完全独立で

担当してきたため，貴重な経験が残らないし，大会運営

財政の収支決算の処理がひきつがれない．

　（2）　関東地区には，地区としての連絡調整機構がな

い．他の地区にはすべて支部がある（注：名簿には関東

支部と書いてあるが実体はない．但し理事の定数に関東

地区を5名加算することにより，理事会が実質的に支部

の機能もはたしてきたといえよう）．

　（3）　大会担当部局の情勢も変化している．東大気候

システム研究センターの発足，気象庁の事情（会場が本

庁ピルでは手狭になってきたことなど），つくぽブロッ

クの変化（気象研，筑波大のほか，環境研，資環研，防

災科研，農林研究団地などに広く会員が所属する），気

象大学校には会員が比較的少ないこと，など考慮し，大

会の順番や頻度の見直しが必要．

　（4）　学会運営体制も理事分担が全国規模で行うよう

になって来ている．

　いずれもすぐに結論や方針が出せる問題ではありませ

んが，今後必要に応じて連絡をとりあうことにしまし
た．

　これをうけて，1992年つくば大会事務局を担当した者

が相談し，当面私共がひきうけることにしましたのでよ

ろしくお願い申し上げます．上記の間題についてご意見

等ございましたらどうぞご連絡ください．また・「天気」

誌上での意見交換を期待しております．

　　　　　　　　関東地区連絡会

　　　　　　　　　　事務局　丸山健人（気象研究所）

　　　　　　　　　　会計係　小泉　耕（気象研究所）
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